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機能の概要
評価プロセスおよびカスタムサプライヤライフサイクルプロセスのための新しいモジュール式プロセスフ
レームワーク
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機能の概要
説明: 評価プロセスおよびカスタムサプライヤライフサイクルプロセスのための新しいモジュール式プロセスフレーム
ワーク
今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ハイタッチ

グローバル

SAP Ariba Supplier Lifecycle and Performance (SLP)

SAP Ariba Strategic Sourcing Suite
該当ソリューションを使用しているすべてのお客様は、こ
の機能を直ちにご利用いただけますが、お客様の側で有
効化の手順を実行していただく必要があります。

プロセスフレームワークは複雑な機能セットと、関連する
構成から成っています。制約事項の概要については、こ
のプレゼンテーション内のスライドを参照してください。前
提条件および制約事項の包括的なリストについては、ド
キュメントを参照してください。

SLP では現在、設定可能なテンプレートごとに、ライフサ
イクルプロセス (登録、評価、優先) のセットが固定され
ています。 ライフサイクルプロセスは、プロセスの種類

に加え、さまざまな商品分類、地域、部門の分類別に異
なる可能性があります。

現在のライフサイクルは、「はい」か「いいえ」のいずれか
の結果しか得られませんが、データ収集や評価プロセス
の最終的な状況はよりきめ細やかである必要がありま
す。

最後に、ある質問事項で収集されたデータをほかのプロ
セスで再利用することができず、サプライヤがデータを
複数回提供することが必要になる場合があります。

プロセスプロジェクトでは、モジュール式サプライヤ管理
質問事項のさまざまな組み合わせを使用して、さまざま
な種類のサプライヤ向けに、さまざまなサプライヤ管理プ
ロセスを作成するための柔軟で繰り返し利用できるフ
レームワークが提供されます。

プロセスプロジェクトによって、質問事項の内容を特定の
サプライヤ向けにカスタマイズしたり、さまざまなプロセス
間でモジュール式質問事項を活用および再利用したり、
特定のサプライヤライフサイクル関連処理のカスタムプ
ロセスを作成したりすることができます。

評価およびその他のデータ収集アクティビティの両方にモ
ジュール式質問事項を使用する際の柔軟性が大幅に向
上します。

すべてのライフサイクルにおいて、設定の創造性が発揮
されます。つまり、複数のプロセスの種類、内部および外
部の質問事項、質問事項の再利用を使用することで、プ
ロセスフレームワークを利用してデータ収集の非効率性
に対処することができます。
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機能の概要
説明: 評価プロセスおよびカスタムサプライヤライフサイクルプロセスのための新しいモジュール式プロセスフレーム
ワーク
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1. [評価] は従来どおり 360°上で使用で
きます。カスタマ定義プロセス用の新し
い [プロセス] リンクが追加されました。

2. 従来の評価処理 (必要な場合) は新し
いプロセスベースの評価とは異なる領
域で管理されます。 ** 従来の評価の移行がど

のように処理されるかについては、詳細はドキュメントを参
照してください。

3. プロセスは、あらかじめ用意されたマト
リックス選択肢と評価ステータスを使用
した [プロセスの種類] によりグループ
化されます。これにより、プロジェクト間
で検索およびフィルタリングができるよ
うになりました。

4. 新しい評価プロセスを開始します。

5. 状況に基づいた作業ベースのメニュー

4
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機能の概要
説明: 評価プロセスおよびカスタムサプライヤライフサイクルプロセスのための新しいモジュール式プロセスフレーム
ワーク
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1. プロセス作成の概要には、プロセスの
種類とマトリックスの詳細が含まれます。

2. プロセスに動的に割り当てられた質問
事項

3. 状況および説明の詳細を含む再利用
可能なモジュール式質問事項

4. 特定の質問事項に対する注意を向ける
ために (すでに回答済みまたは有効な
場合でも) 更新を依頼する機能

4
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1. プロセスレベルの決定および個別の質問事項の承認ワークフロー

2. 意思決定者は、受入フォームおよび関連するすべての質問事項を含むプロセス詳細にアクセス可能

3. プロセス状況は、テキスト値をカスタマイズすることも、詳細に設定することも可能です。結果として [Conditionally 

approved (条件付き承認)] が使用できるようになりました。

機能の概要
説明: 評価プロセスおよびカスタムサプライヤライフサイクルプロセスのための新しいモジュール式プロセスフレーム
ワーク
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機能の概要
プロセスフレームワークの主な機能

• すべてのサプライヤに 1 つのプロセスを使用するのではなく、モジュール式質問事項のコレクションを使用して、特定の状況やサプライヤの特
定の種類に合わせて複数の異なるプロセスをカスタマイズすることができます。

• プロセスプロジェクトのカスタム状況を定義することで、組織の用語を使用し、より詳細な結果を反映することができます。

柔軟性の高いライ
フサイクルフレー
ムワーク

• 従来のサプライヤ評価プロジェクトに代えて、新しいプロセスプロジェクトが提供されます。各プロセスプロジェクトには、プロセスプロジェクトの
受入フォームで選択された商品分類、地域、部門に基づいて動的に生成される、使用可能なモジュール式質問事項のリストが含まれています。
これにより、質問事項セグメントコンテンツドキュメントの複雑なセットを構築する必要がなくなります。

プロセスベースの
評価

• 組織の特定のサプライヤライフサイクルに合わせてプロセスを作成することができます。その他のプロセスでは、SAP Ariba の標準的なライ
フサイクルステージ名に一致させる必要がないので、組織のニーズに合わせてカスタマイズすることができます。

カスタム (その他
の) プロセス

• プロセスプロジェクトは、内部のモジュール式質問事項 (新) の内部受信者と、外部 (サプライヤ向け) モジュール式質問事項 (既存) のサプラ
イヤ連絡先の両方から情報を収集することができます。内部モジュール式質問事項は、プロセスプロジェクトでのみサポートされます。

内部 & 外部 MQ

• 複数のプロセスで質問事項を再利用します。一度モジュール式質問事項で情報を収集したら、受信者に再度回答を依頼する必要はなく、(有
効期限が切れていない限り) 該当の質問事項を含む新しいプロセスごとに再評価や再承認を行う必要がありません。代わりに、再利用された
質問事項の更新をプロセスごとに手動で申請することで、特定の質問事項に合わせて更新申請要件をカスタマイズすることが可能になり、再
利用された質問事項の情報を最新に保つことができます。

データ収集の合理
化
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機能の概要
プロセスフレームワークプロジェクトの要素

要素 説明

カスタムプロセスの種類 CSV ファイルでプロセスの種類のマスタデータをインポートして、サプライヤ管理プロセスの独自の種類を定義します。プロ
セスの種類を定義すると、ライフサイクルの種類が指定されます。この種類は、組織独自のその他のプロセス、またはサプラ
イヤライフサイクルの SAP Ariba 評価ステージにマッピングされる評価プロセスとなります。

カスタムプロセス状況 CSV ファイルでプロセス状況のマスタデータをインポートして、独自のプロセス状況を定義します。使用するプロセスの種類
ごとに、カスタム状況のセットを定義します。これらの状況向けに定義する表示名を、組織の特定のビジネスプロセスおよび
用語に一致させることができます。

SM プロセスプロジェクトプロジェクト
の種類

このプロジェクトの種類を使用して、サプライヤ管理プロセスプロジェクト用のテンプレートを作成します。モジュール式質問事
項のプロジェクトテンプレートと同様に、複数の SM プロセスプロジェクトテンプレートを作成して、さまざまなプロセスを定義
することができます。各テンプレートには異なるプロセスの種類を割り当てることができます。

プロセス受入フォーム プロセスプロジェクトテンプレートの調査ドキュメントにより、プロセスプロジェクト開始者が入力してテンプレートからプロジェク
トを作成するためのフォームが定義されます。受入フォームで作成した質問に対する回答により、プロセスプロジェクトテンプ
レートで参照されるモジュール式質問事項のうち、どの質問事項が個別のプロセスプロジェクトに含まれるかが決定されます。

外部タスク プロセスプロジェクトテンプレートで特別な外部タスクを作成し、プロセスにモジュール式質問事項を追加します。

プロセス開始者および意思決定者
のプロジェクトグループ

特別なプロジェクトグループを使用し、特定のユーザーを機能に割り当てて、特定のプロセスプロジェクト向けに状況の決定
を作成します。これらのプロジェクトグループにより、個別のプロセスの責任の段階が、グローバルユーザーのグループメン
バシップに比べて細かく管理されます。

プロセスフレームワークプロジェクトでは、特化された機能を含むプロジェクトテンプレートと、サイトマスタデータやモジュール式質問事項などのそ
の他の要素を組み合わせて、ワークフローを作成します。サプライヤライフサイクルプロセスプロジェクトを設定するには、これらの要素および要素
間の関係を理解する必要があります。

https://help.sap.com/viewer/DRAFT/4729d54cb6c445a793e078a293172db2/cloud/en-US/0eaaa5ce60c44e60b95c4970e0f0978a.html
https://help.sap.com/viewer/DRAFT/4729d54cb6c445a793e078a293172db2/cloud/en-US/85e7360d65f944a99f5b412833829998.html
https://help.sap.com/viewer/DRAFT/4729d54cb6c445a793e078a293172db2/cloud/en-US/c322035bc12d4540b60ba4c58527f44a.html
https://help.sap.com/viewer/DRAFT/4729d54cb6c445a793e078a293172db2/cloud/en-US/082b37ccf5254be08fb370f2671de249.html
https://help.sap.com/viewer/DRAFT/4729d54cb6c445a793e078a293172db2/cloud/en-US/2bb35e7c8e414c0fb87a30747f6bd0aa.html
https://help.sap.com/viewer/DRAFT/4729d54cb6c445a793e078a293172db2/cloud/en-US/6ebe21544d834f569104e42ba36ec880.html
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機能の概要
プロセスの種類

プロセスの種類により、コアサプライヤライフサイクルにマッピ
ングされる指定のさまざまなプロセスが定義されます。プロセ
スの種類ごとに 1 つずつテンプレートが含まれます。2111 リ
リースでは、以下の 2 つのコアの種類が提供されます。

▪ 評価:従来の評価ライフサイクルがマッピング/置き換えら
れます。360°プロファイルの [評価] タブで開始、管理、
表示を行うことができます。

▪ その他:その他のプロセスの種類は、独自に定義された
スタンドアロンプロセスです。したがって、従来のものでは
ないライフサイクルステージにマッピングされます。360°
プロファイルの [プロセス] 領域から開始できます。

AribaLifeCycle プロセスの種類 - (2108 リリース以降) [評価] または
[その他] のコアライフサイクル

Description プロセスの種類のフリーテキスト説明

Name UX のさまざまな場所の [プロセスの種類] プルダウ
ンリストに表示されるプロセスの種類名

UniqueName プロセスの種類の一意の ID

[プロセスの種類をインポートする] というデータインポートタスクを
使用して、SMProcessFlowType.csv ファイルをインポートします。
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機能の概要

プロセス状況
すべてのサプライヤ管理プロジェクトには基本的なプロジェクト状況
が用意されていますが、プロセスフレームワーク状況は状況に自動
的には関連付けられません。SMResourceStatus.csv データイン
ポートを使用して、これらの状況を定義する必要があります。

▪ たとえば、[コンプライアンス] というその他のプロセスの種類があ
る場合、[Approved] 状況に対して [準拠]、[Denied] 状況に対して
[非準拠]、[ConditionallyApproved] に対して [部分準拠] という状
況を定義することができます。

以下のような重要な機能が自動的に適用されるように、プロセスフ
レームワーク状況が従来の評価状況にリンクされます。

▪ ソーシングイベントへの参加依頼の資格基準

▪ 評価プロセスプロジェクトに承認済み状況の設定後、優先サプラ
イヤ管理プロジェクトを開始する機能

説明 プロセス状況のフリーテキスト説明

Name ユーザーインターフェイスに表示さ
れるプロセス状況の名前

UniqueName プロセス状況の一意の ID

ProcessType.UniqueName 状況が適用される基本的なプロ
ジェクト状況

ProjectStatus 状況が適用される基本的なコアプ
ロジェクト状況 (次のスライドを参
照)

[プロセスの種類をインポートする] というデータタスクを使用して、
SMResourceStatus.csv ファイルをインポートします。
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ほかのサプライヤ管理プロジェクトとは異なり、構成要素である質問事項に関連するすべてのタスクが完了すると、プロセスプ
ロジェクトの状況は事前設定されたビジネスルールに基づいて自動的に設定されるか、または手動で設定することができます。

状況の設定前に意思決定者がプロセスとその質問事項を確認します。

この状況は永続的なものではありません。意思決定者がいつでも編集することができます。

• たとえば、評価プロジェクトの重要な質問事項の有効期限が切れており、サプライヤが未更新の場合、該当プロセスの
意思決定者は状況を [承認済み] から [Conditionally approved (条件付き承認)] に更新することができます。

• サプライヤが質問事項を更新することなく期限切れを許可した場合、意思決定者はプロセス状況を再び更新し、
[Conditionally approved (条件付き承認)] から [却下済み] に変更することができます。

意思決定者はコメントによって特定の決定を行った理由を説明することができます。また、前回の決定とそのコメントの表に
よって、プロジェクトの意思決定者チームの全メンバが、変更とその理由を追跡することができます。

サプライヤの主要連絡先とプロセスの意思決定者グループの全メンバは、状況変更に関する通知を受信します。

機能の概要
意思決定
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API に追加された受入フォーム

▪ MQ External Approval API "Get Workspace Details" に受
入フォームドキュメント ID が含まれるようになりました。

▪ 受入フォームの詳細は、Get Document Details API により
受入フォームドキュメント ID を使用してエクスポートすること
ができます。

▪ 出力例:

"entityType": "RFXDocument",

"projectItemType": "Document",

"isProcessIntakeForm": true,

"format": "Questionnaire",

"title": "ProcessFlow",

"version": "v1",

"aribaType": "ariba.sourcing.rfx.RFXDocument",

"workspaceTitle": "ProcessFlow Template for Anti Bribe 

Compliance",

"id": "Doc13138903",

機能の概要
API の考慮事項

評価データのエクスポート

▪ プロセスの種類によって更新された既存のサプライヤ
データ API

▪ /vendorDataRequests/ 出力形式

"qualifications": [

{

"Qualification Status": "Qualified",

"Preferred Status": "",

"Category": "53",

"Region": "USA",

"Business Unit": null,

“Process Type”: “Data Unit”
}

既存の SLP API に加えて、プロセスフレームワークをサポートするために以下の考慮事項が追加されました。
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プロセスフレームワークは複雑な機能セットと、関連する構成から成っています。前提条件および制約事項の包括的なリストについては、ドキュメ
ントを参照してください。この機能の概要では、考慮すべき 3 つの主要な制限事項について説明します。

従来の評価プロジェクトからの移行

• 従来の評価専用プロジェクトの質問事項から、評価プロセスプロジェクトで使用されるモジュール式サプライヤサプライヤ管理質問事項にデー
タを移行することはできません。従来の評価に基づく再評価では、新しい評価プロセスプロジェクトが使用されます。このプロセスプロジェクトに
は以前の評価からのデータは含まれないため、受信者はプロセスベースの新しいモジュール式質問事項を提出して再評価する必要がありま
す。

• SM 管理の質問事項インポートでは、モジュール式質問事項へのデータのインポートはサポートしていないため、SM 管理の質問事項イン

ポートを使用して、従来の評価質問事項または外部システムから、プロセス関連のモジュール式質問事項に評価データを移行することはでき
ません。

テンプレートのアップグレード

• プロセスプロジェクトのテンプレートアップグレードは現在サポートされていません。しかし、プロセスプロジェクトで使用されるモジュール式質問
事項のテンプレートアップグレードは利用可能です。

統合

• モジュール式質問事項のマッピングされた質問のデータを統合 ERP システムに同期することは、現在 SAP Ariba では検証または認定されて
おりません。

• プロセス受入フォームから統合 ERP システムへのデータの同期はサポートされていません。

• 統合設定により、評価状況に基づいて新規サプライヤが自動的に統合されるよう指定されている場合、プロセス評価状況は従来の評価状況と
同様に動作し、ERP システムへの初期同期がトリガされます。

機能の概要
制限事項
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品及びサービスに対する唯一の保証は、当該製品及びサービスに伴う明示的保証がある場合に、これに規定されたものに限られます。本
書のいかなる記述も、追加の保証となるものではありません。

特に、SAP SE 又はその関連会社は、本書若しくは関連の提示物に記載される業務を遂行する、又はそこに記述される機能を開発若しく
はリリースする義務を負いません。本書、若しくは関連の提示物、及び SAP SE 若しくはその関連会社の戦略並びに将来の開発物、製品、
及び/又はプラットフォームの方向性並びに機能はすべて、変更となる可能性があり、SAP SE 若しくはその関連会社により随時、予告なし
で変更される場合があります。本書に記載された情報は、いかなる品目、コード、または機能の提供の確約、保証、または法的義務を表す
ものではありません。将来の見通しに関する記述はすべて、さまざまなリスクや不確定要素を伴うものであり、実際の結果は、予測とは大き
く異なるものとなる可能性があります。読者は、これらの将来の見通しに関する記述に過剰に依存しないよう注意が求められ、購入の決定
を行う際にはこれらに依拠するべきではありません。

本書に記載される SAP 及びその他の SAP の製品やサービス、並びにそれらの個々のロゴは、ドイツ及びその他の国における SAP SE 

(又は SAP の関連会社) の商標若しくは登録商標です。本書に記載されたその他すべての製品およびサービス名は、それぞれの企業の
商標です。

商標に関する詳細の情報や通知に関しては、www.sap.com/copyright をご覧ください。
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